
Title 近代価値理論の展望
Sub Title Development of the modern value theory
Author 福岡, 正夫

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1948

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.41, No.10 (1948. 10) ,p.584(30)- 598(44) 
JaLC DOI 10.14991/001.19481001-0030
Abstract
Notes 学会展望
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19481001-

0030

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


カ̂
'街
^
^
^
^
^
^

ダ'/
'
ド
 fiw*-v;

ト w 
ぶむ
，ト
 

^
r
r
f
,
,
i
*,)

;i
'k

y
^
r
h 

^
r
h
i
k
/
! 

调
於̂

J
S
_
s
-
^

1a
p
«r
J
®
l
1
s
s
®

段
i；
機.

1|

i’： L

;f
-
-;
'
を

-

.

.

.
b
. 
i:
 

l ハ-
t
r
、
J
»
i

..
 

■j
.I
f
 
l.l,lr..:
'

-.
H
o;v(

五
A
四)

#;
界
..葉

漏

.:
-
,'
.
を

m

正

夫

は

が

き

ジ
ヱ
ヴ
オ
ン
ス
、
メ
ン
ガ
ー
：及
び
：ヮ
^

フ
；ス.
の
一
一
へ
宜
星
に
ば
つ
：
：

:V

限
界
效
^
i

^
rr
の
最
初
め
礎
：石
亦
■

か

れ

.て

以

來

夕

近

代

價

値 

瑯

論

の

發

展

途

王

淑

や

：

4
も
す
れ
ば
效
用
槪
氣
を
め.
ぐ
る
::
;̂

準

.

.

.
ふ 

哲

學

的
.
欢
論
議
に.
ょ
參
て
奶
げ
ら
れ
、
そ
の
#

灰
ま
ん.
だ
：ひ
と 

^
忐
め.
業

績

は

肩

利

茧

_

の

足
棚
に

^

ぬ

て

1ぼ
し

ぼ

擦

ヵ

傷

壳 

&

ひ.
が
名.
で

ぁ

タ_

^

史

經

濟

现

論>

し
：
て
：
の
..近
：代

價

値

规

論

：
 

め
展
開
を
語
る
'£
と
は.
、：
そ
れ.
が
ね
の.
ょ.
ぅ
な
形
似
^
學
的
懷
疑
ノ 

の
1|
!
:
#
1
は
な
^
，
こ
葸
ポ
ボ
J
:

ィ
i

科
擧
撒
糸A

J:

しV
純
：
 

化
在
れ
て
#
く
過
掛
^

ふ
れ
か
へ.
つ
て
み
る
こ
と
-̂
他
き
.
ら
：な 

い.
？
本
稿
は
>:
こ
£0.
;過
程
広
坐
み
批
さ
'
れ
て
，い.
つ.
奪
^
;

つ
.

■§ 

業
紹
に.
荻

き

つ

か

i
る
展
開
の
經
緙
に
浩
干
の
盤
观
を
ほ
ど
各 

こ
し
、.
ぁ
は.
せ_
て
そ
の
_̂

狀
へ
の..眺
望
を..こ
IA

ろ

み

よ

•う
と
す

る
•^
め

で

ぁ

る

泛

紙

數

め

制

約

と

筆

者

の

未

熟

と

は

も

と

よ

り

こ

の 

さ
、
や
か
鬼
學
界
展
望
5:-

文

献

，の

羅

列

に

終

始

せ

し

：め
■
て

ゐ

る

け 

4:
ど

も

、
：
1

代

經

濟

理

論

：に

典

味

を

寄

せ

ら

れ

.
る

讀

者

の

ぅ

ち

，忙 

讀

し

でt

導
^

の
糸
を
見
出
さ
れ
各$

と
び
->
:
が
：彭
る
*

必
ば
、
 

:
筆
者.
に
と
'っ
¥
は
望
外
：§
幸
福
：と
敢
は
ね
ば
.敖
ら
取
い
で
あ
ち

.

.

.
わ
れ
わ
れ
は.ま
づ
近
代
價
値
理
論
の;1*
礎
原
激
た
る
消
费
鐵 

:
:均
衡
.の
：理
論£
つ(

い
て
'-
そ
の
近
代
化
：の
過
程
於
眺
め
る
.と
..と
に

し

ょ

3:°
.
ヮ
ル
、
ラ
.
ス
：
や

.

.
マ
'
丨

.
シ
ャ

心

.と

^

て
'
そ

；の

體

弟

的

：
意

義

を

確

立

せ

&

れ
念
消
費
者
均
衡
の
迦.
 

.、
論

梂

广

效

用

泠

可

测

性

束

ま

？
.

は
る
歐
點
を
包
藏
し
つV、も
、：
そ 

.の
#注

！：

2
1さ
る
、.?:
と
：此
較
的
少
く
、
そ
.、
の
、
進

展

は

次

の

世

代

に

P考ネ•め 其 '次̂**9»»»本，v

委

ね

ら

れ

だ
:0

•
光

は 

ー
：
^

.

»

初

頭

バ

，
レ

ー

ト

忆

ょ

り

.
て

漱

ぜ

ら

. 

.
札

た

0

パ
，
レ
；
！

$

を

俟

，
つ

て

、
：
.

眼
界
效
用
理
論
は
は̂
め
允
選
檸. 

:
:の
通

論

忆

發

展

せ

し

め

：ら

れ

ジ

た

-
'-

^
の
效
用
铟
數
は
選
好
順
：
 

位
表
に
ょ
つ
て
狀
置
さ
：れ
名
に
.至
：タ
た
の
で
あ
々
。
'
::
'-.

^̂
^̂
^̂
^̂

:
;■
'
.
:
•
.滴

論

か
V

名
革
育
へ
の
氣
遝
：は
、
：當
時
の
.
學
#

の
ぞ

じ
ゼ
、
に
. 

:

_

成
ざ
れ
ー.
つ

、あ
：：

つ
；
たと
言
沒
て
.
よ̂

9
パ
。ハ
ーレ
.：:,
'
)ト
ノ
の
業
辕
ぞ
P: 

V

ル

n

ク
ス
の
そ
れ
に
た
とへ
A
t
.ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
ま^ '

選
' 

擇
原
理
の)

思
想
的
.
な
地
隊
め̂

疗
ゆ
知
卷̂

ヴ'
グ
、
ル
テ

ィH

ド
：の
..：
 

ブ
ぺ
ル！,

も
じ
'<
^

ガ
^ ;
^

^

的
^

|

^

^

忘
れ
て
.は
だ
ら
ない̂

..
 

，あ
ら
立
0
,
:ま
た
.

ョ
；篇
直
截
ぬ
麵
差
則̂

^

«

想
そ
の
4

.

:
の
：を
ゆ 

じ
め
て
翦
入
し
、
そ
れ
を
パレー

ト
に
示
唆
し
た
の
は
：；'-
周
知
の 

如
く
古
：ッ
デ
ヮ
マ
ー

又
そ
ー
の
び
ー
と

で
ま
.る
-.
.
9
'』

か
し
激
が
&

 

. 

;H.V

ッ 

'

デ
'
ヮ
: 1
,
'

ス
ゆ
あ
つ
：て
は
、
：：；未
た
鍊
用
■
念
は
棄
却
さ
札
て
を
ら 

ず
、1
|

1

:
別
曲
繳
は
效
用
の
：：可
测
的
汍
性
質
が
.
ら
求
め
ら
_
.れ
.
て
：ゐ
：
'
' 

表
。
か
: >
:

る
; -

ッ
：：ぞ
ゥ
丨_ス
：の_
迦
|

1

的
弱
點
.

£
» -

ず
る
.
認
識
は
.
あ
_ 

る
愆
味
に
於
て
：は”
^

レ

ル

十

は

先

立

冬/
ず

啗

^

マ
ィ
ル
シ
ノ 

の
若
#

日
の
著
作
は
示
さ.
れ
て
ゐ
灰̂

い
.つ
て
：も
：ょ
^
げ
れ
ど
ン

«

を
明
か
^
レ
食
か
：つ
：̂

'.
:..'''か<-
'
し
：：て
：わ

れ

わ

朴

ば

、
.わ

れ

わ

れ 

'■
o

叙
述
を
パ
レ
i

に
ょ
る
積
極
的
な11：

題
の
提
出
か
ら
は
じ

 ̂

,

.

近
代
怊
値
观
讁
の
奴
绍 

，

,
.
&
.
の

^

最

^

適

；
.切

で

あ

.

.
る
..よ

.
ぅ

：
に

思

^

。
.：
.
.
.
.
.
.
-
-
-

.
へ

ま

づ

，
ハ 

'
レ
.
I
ト

社

そ

办

主

著

贮

：
於

て

次

.
の

如

<.
:
に

言

ふ

0 

. 

!
-
エ 

:
.
ッ
：
デ

ヮ

' 

1

ゃ

は

效

用

；
へ

C

オ
フ
.
年
リ
ヘ
ミ
s
.
:
の
，
存

在

.

を
假
定
し
、
そ 

れ
か
ら
麵.差

減

を

導

如

て

，
ゐ

る

：
0
'
;
私

は

反

翁

.
に
.
無

差

別

_

線
 

を
飯
知
ゆ
も
：の-土
考
へ
、
，オ
プ
エ
リ
、、、

_

テ-
に
：た
よ
る
こ
と'な
く
、
.. 

無
差
別
曲
線.の
；み
が
ら
.均
辦
の
理
論
杧
必
要
务
ー
切
の
も
の
を
演 

繹
す
る 

o 

j

 (

^

^

m

&

&

^

o

§
m
§*
%
O
K
^
g
&
，

Paris, 

1909, 

pvl69)o:.

卽

ぢ

ー

キ

ァ

デ

ヮ

：
1

ス

が

ー

.

：つ
：の
確
定
的
な
亂
用
函
數 

知

'
ち

そ

禮

投

射

彭

;<
?:
し

弋

.
の

無

差

別

曲

線

定

描

，
い

た

：
の

忆

對

し

、

。ハ
ゼ
1

.;
K
取
逆
に
が
V:
る.
無.
差

別

曲

線

そ

め

；
も
の
；を

^

づ
與
ベ
ら
、
 

:

れ
：た
も
；

g
:A
i

し

：，
：
ぞ

の
1

1
別曲相應ずる效用！

§

數§

酚 

於
性
を
何
ら.
不
河
咖
の
前
提
と
す.
る
，こ
と
；な

く

理

論

を

禱

成

し

よ 

.
を
と
す
る
°.

こ
れ
こ
そ
近
代
僙
値
理
論.
に
と
つ
..て

は

舍

は

め

て

軍 

「

耍
尨
意
義
を
葙
す
る
方
法
の
變
換
と
言
は
ね
ば
な
ら
愈
い
め
で
あ

る

.0

.

.
 

ノ
 

VV.

'

^

•

 V

.

,

 .

'

■'
'

 
V

 

■

.
:■
■
.

.

い

ま

にn

種
の
、财

貨

幕

、

X ,

、
,

，
：
，

.

、.

*

;

の
：種
々
.な

る

組

合

せ 

を

^
i
l
^
r
.
r
^
^
^
x
^
i
i
g
^
^
^
X
J
-r
J 
&
J 

•

:

'•
'

•

教

ど

：で

表

ず

な
.

ら
ば
：、&

れ
ぢ
の.

4
:

の
：

,

の
0 .
組
合
せ
は
次 

の
條
件

_

を
、
へ
し
が
し
て
灰
れ
办
み
を 

' 

滿
足
せ
し

め
^'
'
ほ

かゆ
.

全
. 

く
依
意
な

.

1

つ
.

の
抬
數

K

よ
.

つ
-

て
承
ざ

.

作
る
0:

:

:;
;

、
:'-
:-
,.

:
ぃ

：
ー

1
B
B
R

F ：



でで？̂ 资及公1̂ で ^ *，空;1̂今产み-

近
代
似
侦
观
谕
の
派
架

::V
.

'.::.
補

件
(1
)

選

好

奮
1:
別
で
：.ぁ

拿

數
を
有
.す
る
。

(
u

e
u

x

 

c
o

m
b

i
n

a
t

i
o

n
s

 

e

nc+
r

e

o rs
q
u
e
l
l
e
s

 

i

'CD
c
h
o
i
x
-

 

e

M

t ろ
 i

n
d
i
f
f
e
r
e
n
t

 

d
o

i
v

e
n

t
:

 a
v
o
i
r

 

l
e」

m
§

m
e

 

B 'd
i

c
e

.
)

. 

、

:,
;
:
:
:
.
;
.

條
种
'(
2
)
1—-
々

.

.
ョ
リ
立1
い
稍

數

を

有

す

、
る
。

9
0 

d
e
u
x

 co
m
b
in
a
t.io
n
s/'ce
ile

 

q
u
i

fD
w
o-
p
y
a'

ê
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